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Ｌ は じ め に
泥炭の堆積速度は気候，地形，泥炭を構成する植物の種類，泥炭の分解度，堆積後に起こる

物理・化学的風化とくに圧密などによって空間的にも時間的にも異なる．すなわち，泥炭の堆
積速度は泥炭地の内的条件およびこれをめぐる外的条件によっても支配されるので，その値は
古環境を集約的に表現したものとして重要な意味を持つとされている叫，ｌｋ２ｌｇｕｃｈｉ，１９６１；阪
口，１９７４；相馬，１９９２）．換言すれば，泥炭の堆積速度は，古気候変化や泥炭地の成長過程に
応じて，時代的にその値が変化するだけでなく，同時代に形成された泥炭層であっても地域
（気候条件）や泥炭地内での位置によっても堆積速度は異なるのである（たとえば，Ｚｏｌｔａｉ，
１９９１）．このことは，ヨーロッパ（ソ連を含む），北米，日本などにおける従来の多数の研究
で指摘されてきた（たとえば，Ｓａｌｃ，ｌｇｕｃｈｉ，１９（５ＨＮｅｕｓｔａｄｔ，１９８４；Ｄｏｄｓｏｎ，１９８６；
５；ヽ ｙ（，ｎｓｓｏｎ，１９８８；（）ｖｅｎｄｅｎ，１９９０；Ｚｏｌｔａｉａｎｄｖｉｔｔ，１９９０；枢叫，１９９１２；Ｋｏｒｈｏｌａ，１９９４）．
例をあげれば，カナダにおける完新世泥炭の平均堆積速度は，高緯度地域に比べて低緯度地域
の方が大きいこと（Ｏヽ・ｅｎｄｅｎ，１９９０），南スウェーデンのＳｔｏｒｅＭｏｓｓｅ湿原では，完新世後半に
おける泥炭の堆積速度の時期的変化が，気候変化に伴う湖水位の変動によって泥炭構成植物が
変化したことに起因していること（回三ｎｓｓｏｎ，１９８８）などが報告されている．
さらに，泥炭の堆積開始時期についても長期的にみれば気候の湿潤化り

ことから，泥炭層基底（最下部）の１４Ｃ年代も注目されてきた（たとえば，（）ｖｅｎｄｅｎ，１９９０；
ｌ（（）ｒｈｏｌａ，１９９５；小泉ほか，１９８４）．
一般に，泥炭の堆積速度を求める方法としては，時代の特定された遺物・遺構，噴出年代が

既知なテフラおよび１４Ｃ年代測定が利用されてきた．また，泥炭の堆積速度としでは，一一一般に
１皿／年という値が普及し，作業仮説の段階で使用されてきた（たとえば，阪口，１９７４）．
日本における泥炭の堆積速度は，ＳａｌｃＥｌｇｕｃｈｉ（１９６１），阪口（１９７４），Ｓａｌｃ；１ｇｕｃｈｉｄ此
（１９８２），叶内（１９９１），相馬（回送）などによって，主に山地湿原の値が報告されてきた．
日本の泥炭地の広い面積を占めるのは，臨海部の沖積低地に発達するものである（阪口，

１９７４）が，沖積低地に発達する泥炭層の堆積速度に関しては，北海道低位泥炭地における堆積
速度を０．９～１．０㎜／年（阪口，１９７４）と報告されている程度であり，体系的にまとめた資料は
それほど多くないのが現状である．また，従来一般に使用されてきた１㎜／年という泥炭の
堆積速度も，細かくみるとわずかなデータの中でも０．５～１．５㎜／年（阪口，１９７４）と幅があ
る．さらに，上記の北海道低位泥炭地の値についても，堆積速度を求めるに際に基準となった
年代値はごくわずかであり，火山灰層の深度などから間接的に推定される場合も多く，再検討
の必要があろう．
海津（１９９０）は，臨海沖積低地に発達する泥炭層の形成期は海面変化との関わりが深く，海

面上昇速度が鈍化，あるいは海面が安定または低下した完新世初期と完新世後半期に，顕著な
泥炭層の形成が認められることが明らかとされている．本研究では，このうち完新世後半に形
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成された沖積層の最上部に発達する泥炭層にっいてとりあげる．本州以西の場合，沖積低地に
発達する泥炭層は，台地の開析谷に発達する泥炭層以外は，一般的に無機物が混入する場合が
多く，また連続性もよくないため泥炭自体（植物遺体およびその分解物のみから構成される泥
炭）の堆積速度を求めるのが困難な場合が少なくない．その点，北海道の場合は上砂供給が比
較的少ないため，垂直的に連続性の良い泥炭層が発達している．
筆者は完新世における北海道海岸低地の古環境変化を解明する過程で，沖積層最上部の泥炭
層に関する多数の１４Ｃ年代資料を得た（大平ほか，１Ｓ）９４；大平・海津，１９９４；大平，１９９５；大
平・海津，１９９５ａ，１９９５ｂ）．本研究では，この資料と従来報告されてきた北海道における完新
世泥炭の１４Ｃ年代をもとに北海道北部海岸低地における泥炭の平均堆積速度，地域別の北海道

第１表
Ｔａｂｌｅ］

北 海 道 北 部 （ 日 本 海 沿 岸 ・ 宗 谷 湾 沿 岸 ） の 海 岸 低 地 に お け る 泥 炭 層 の １ ４ Ｃ 年 代
１４Ｃｄａｔｅｓ（汀Ｉ）ｅａｔ，ｆｒｏｍ山ｅＨｏｌｏｃｅｎｅｓｅｄｉｍｅｎｔｓｏｆ（刀ａｓｔａｌｌｏｗｌａｎｄｓｉｎｎｏｒｔｈｅｒｎＨｏｋｋａｉｄｏ

（ａｃｉｎｇＳｅａｏｆＪａｐａｎａｎｄＳｏｙａＢａｙ）

試料採取地点

サ£ニ７ベツ原野
豊富町西豊富

豊富町芦川

豊富町落合

豊寓町豊徳
豊寓町南豊富

豊富町稚咲内
幌延町音類
幌延町下沼

標高（深度）ｍ

５。６ｅ（ｚ．４ｅ）
２．３ｅ（５．７ｅ）
乙ｅ５（５．９５）
１．４５（６．５５）
１．３５（６．６５）

賦料１４Ｃ年代（ｙｒｓＢＰ）コード番号

▲泥炭
泥炭
泥炭
泥炭

▲泥炭

１，９７ｅ±２９ｅ
１，９６ｅ土ｚ４ｅ
３，５４ｅ士ｚ７ｅ
３，３８ｅ±１６ｅ
３，９ｚ９±１６ｅ

１．１！；（６．８５）植物片（泥炭質シルト）５，１１＠士ｚ７ｅ
１。７１～１．２１〔６．５ｅ～７．ｅｅ〕泥炭
ｚ．１ｅ～１．６ｅ（４．５ｅ～５．ｅｅ）泥炭

ｊ Ｌ ２ ５ （ １ ． ７ ５ ） 泥 炭
４ ． １ ５ （ １ ． ８ ５ ） ▲ 泥 炭
ｅ ， ｅ ５ （ １ ． ９ ５ ） ▲ 泥 炭
５ ． ６ ｅ （ １ ． ４ ｅ ） 泥 炭
Ｅ Ｌ ｚ ｅ （ ３ ． ８ ｅ ） ▲ 泥 炭
（ １ ． ４ ｅ ） ▲ 泥 炭
（ ｚ ， ７ ｅ ） 泥 炭

１．７３３～Ｌ７１３（１．１５～１．１７）泥炭
１．４ｅ３～Ｌ１１８３（１．４８～１．５ｅ）泥炭
ｅ．９ｅ３～ＩＥ８８３（１．９８～ｚ．恥）泥炭

-ｅ．１ｅ７～-ｅ．１３７（ｚ．９９～３．ｅｚ）泥炭
-＠．６１７～-ｅ．Ｅ５３７（３．５＠～３．５ｚ）▲泥炭

ｔｌＳｉ１東４癖１警鸚ｍノ短妻莽
稚内市樺岡

稚内市恵北

稚内市恵北
稚内市更喜苫内

抜海低地
稚内市抜海

礼文廃
久種湖

３，２１ｅ±３１ｅ
ｚ，ｚ４ｅ±１８ｅ
１，９７ｅ±４５ｅ
１，９８ｅ士ｚ８ｅ
１，８６ｅ±２３ｅ
１，ｚ３ｅ土ｚ５ｅ
４，ｚ７ｅ±４５ｅ
１，７９ｅ±２３ｅ
・ぶ語屁三訊±１７ｅ

ｚ，８６ｅ±６ｅ
ｗｍ毒±４ｅ
３，５５ｅ±７ｅ
４，ｅ６ｅ±６＠
４，６５ｅ±７ｅ

４。６３〔ｚ．ｌｅ〕▲泥炭４，ｚｌｅ±２３ａ
ｊＬ５３９（１．６５）▲泥炭４，３６ｅ±１４ｅ
ｔ１５１（１．９＠）▲泥炭３，６１ｅ±１６ｅ
３．９８（ｚ．６ｅ）▲泥炭３，６１ｅ±１７ｅ
３１２７（１．４ｅ）▲泥炭２，４叩±１３ｅ
乙ｌｅ（ｚ．１５）▲泥炭２，６４ｅ±１５６
Ｌ６７（ｚ，１５）▲泥炭１，６４ｅ土ｚｌｅ
（ １ ． ｚ ５ ） ▲ 泥 炭 ４ ， ７ ６ ＠ 土 ｚ ６ ｅ
（＝ｔｌ（：４．１ｅ）▲泥炭３，８４ｅ士ｚ４ｅ
（ １ ， ３ ５ ） ▲ 泥 炭 １ ， ３ ｅ ｅ ± １ ４ ｅ

（ ｚ ． ㈲ ） ▲ 泥 炭 ｚ ， ９ １ ｅ ± ２ ６ ｅ
（ ２ ． １ ｅ ） ▲ 泥 炭 ３ ， ６ ４ ｅ 士 ｚ ５ ＠
（ ｚ ． ６ ｅ ） ▲ 泥 炭 ３ ， ９ ４ ｅ ± １ ５ ｅ

-ｅ．ｅ２（２．５１）植物片（泥炭質シルト）１，７叩±２１ｅ
-Ｌｅ２（３．５１）植物片（泥炭質シルト）１，６６ｅ±８ｅ

▲泥炭層基底（最下部）

- ２ １ ０ -

ＮＵＴＡ-２ｅ７８
ＮＵＴＡ-Ｚ１８１
ＮＵＴＡ-２１８Ｚ
ＮＵＴＡ-Ｚ６Ｚ７
ＮＵＴＡ-２６２８
ＮＵＴＡ-Ｚ６Ｚ９
ＮＵＴＡ-ｚｚｅ３
ＮＵＴＡ-２６３３
ＮＵＴＡ-２１８３
ＮＵＴＡ-ｚｚｅ１
ＮＵＴＡ-Ｚ１９８
ＮＵＴＡ-Ｚ１９９
ＮＵＴＡ-２ｚｅｅ
ＮＵＴＡ-Ｚ７４３
ＮＵＴＡ-Ｚ７４Ｚ
ＴＫ-６３７
ＴＫ-６３８
ＴＫ-６３９
ＴＫ-６４必
ＴＫ-６４１

文献

大平（１９９５）
／／

／／

／７

／ｙ

Ｚ／

ＺＺ

ＺＺ

ＺＺ

／ノ

ＺＺ

／Ｚ

ノダ

ノ／

ＺＺ

Ｓ（２ｋ［］ｇｕｃｈｉｅｔ（７７．（１９８５）
ＺＺ
Ｚ／

／ノ

ｆ７

ＮＵＴＡ-Ｚ７４７大平・海津（Ｓ９！；ｏ，ｂ）
ＮＵＴＡ-３ｅｌｅ
ＮＵＴＡ-３７３５
ＮＵＴＡ-３ｅｅ９
ＮＵＴＡ-３１５６
ＮＵＴＡ-３７３６
ＮＵＴＡ-Ｚ７４６
ＮＵＴＡ-３１５８
ＮＵＴＡ-Ｚ７４５
ＮＵＴＡ-３１５７

ＮＵＴＡ-４Ｚ４８
ＮＵＴＡ-４Ｚ４７
ＮＵＴＡ-４２４４

ＮＵＴＡ-７ｅ７
ＮＵＴＡ-７ｅ９

大平（未公表）
Ｚｙ
ＺＺ

熊野ほか（１９９１）



第２表北海道北部（オホーツク海沿岸）の海岸低地における泥炭層の１４Ｃ年代
Ｔａｂｌｅ２１４ＣｄａｔｅｓｏｆｐｅａｔｆｒｏｍｔｈｅＨＯｌｏｃｅｎｅｓｅｄｉｍｅｎｔｓｏｆ（？（）ａｓｔａｌｌｏｗｌａｎｄｓｉｎｎｏｒｔｈｅｒｎＨｏｋｋａｉｄｏ

（伍ｃｉｎｇＳｅａｏｆＯｋｈｏｔｓｋ）

試料採取地点

クタチャ１コ湖
オンネウシナイ川

ヤスベツ川石堂橋
辨別ノ価皿
枝幸町モーツ

ザロマ謝
北西部

帛` ｓ平野
岐阜
一岐阜台地開析谷

中央部
贋走謝
北西部喜多山

標高（深度）ｍ 試料１４Ｃ年代（ｙｒｓＢＰ）コード番号

４．ｅ～３ ． ７ （ ｅ ． ８ ～ １ ． １ ） 泥 炭 ｚ ， ｓ ｅ ± １ ９ ｅ
ｚ ． ８ ～ ｚ ． ６ （ ｚ ． ６ ～ ｚ ． ｚ ） 泥 炭 ４ ， ３ ５ ｅ ± １ 叩
１，８～Ｌ５５（３．ｅ～３．ｚ５）▲泥炭５，３４ｅ±１４ｅ
-１５．３ｅ～-１５．３５泥炭（ｂａｓａｌｐｅａｔ）９，ｅ５ｅ±１叩

ｅ．ｚ～ｅ，ｅ（ｚ．ｅ～２．２）▲泥炭
１．３５～１．２（ｅ．８５～１．ｅ）泥炭

-ｅ．４～-ｅ．５（１．８～１．９）▲泥炭

乙Ｚ〔＠．３６〕ト］口火山灰｜｜｜直下泥炭

ｅ．６～Ｑ５．５（ｅ．６５～ｅ．７５）泥炭
ト ］ 口 火 山 灰 ｜ ｜ ｜ 直 下 泥 炭

（ ２ ． ｅ ～ ２ ． １ ） 粘 土 質 泥 炭
（Ｃ（Ｅ１．３）ト］ロ火山灰｜１１直上粘土質泥炭

（ ： ｃ Ｑ ． １ ． ６ ） 泥 炭 質 粘 土

-ｅ．１ｚ～-１５．１５（ｅ．４ｚ～ｅ．４５）▲泥炭

５，６４ｅ±１４ｅ
ｌ，３１ｅ±１４ｅ

４，４２ｅ±８ｅ
９５ｅ±４ｅ

亮聡邱±１５ｅ
１，ｅ８ｅ±１圀
１，１９ｅ±１５ｅ
６ｚｅ±１１ｅ

ｚ，９５ｅ±７ｅ

３１ｅ±６５

▲泥炭層基底（最下部）

ＫＬ-１６６
ＫＬ-１５５
ＫＬ-１５７
Ｎ-３９９Ｚ

ＫＬ-１５９
ＫＬ-１６８

ＴＫ-６４８
ＴＫ-６４９

ＫＬ-１６ｅ
ＧａＫ-１１３６６
ＧＯＫ-１１３６８
ＧＯＫ-１１３７４

Ｎ-４９６７

文献

前田（１９８４）

松島（１９８Ｚ）

前田（１９８４）

平井（１９８７）

前田（１９８４）
Ｓ（ｌｋｃｌｇｕｃｈｉｅｔ（７Ｌ（１９８５）

平井（１９８７）

海岸低地の平均堆積速度の違い，内陸盆地・山地湿原との平均堆積速度の比較などについて検
討した．さらに，完新世における泥炭の平均堆積速度は，その地域の気候条件を考えるひとっ
の指標となりうることから，ヨーロッパ・北米における泥炭地との比較を行った．

Ｈ．北海道北部海岸低地における泥炭層の１４Ｃ年代
北海道における泥炭地は，沖積低地に大規模なものが集中しており，石狩川流域，釧路川流

域，天塩川流域でその面積の大半を占めている（阪口，１９７４；Ｓ，１１ｃａｇｕｃｈｉ，１９７９）．北海道北
部には，サロペツ原野，大沼周辺地域（声聞川下流低地），クッチャロ湖周辺地域などの広い
泥炭地が発達している．
ここでは，北海道北部を北緯４４０以北の地域とし，現在まで得られている完新世泥炭の１４Ｃ

年代資料を示す（第１表，第２表）．１４Ｃ年代が得られている泥炭層は，ほとんどが完新世後
半のものであり，完新世初期の基底泥炭（ｂａｓａｌｐｅａｔ）の年代はクッチャロ湖に流入する河川
の沖積層中でわずかに得られているにすぎない．この傾向は，北海道の海岸低地に共通してお
り，１０，０００ＢＰ頃の年代を示す泥炭は，内陸部の盆地堆積物や丘陵（更新世段丘）開新谷の堆積
物から得られる場合の方が多い．
北海道北部の海岸低地における泥炭の堆積開始時期（泥炭層基底の１４Ｃ年代）に注目する
と，５，０００～４，（以）ＢＰに集中する傾向があり，相対的海面低下・気候の冷涼化との関連が指摘さ
れている（前田，１９８４；大平ほか，１９９４；大平，１９９５）．
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Ⅲ ． 泥 炭 の 平 均 堆 積 速 度 と そ の 算 出 方 法
泥炭の堆積速度を求める場合，泥炭層基底から最上部までの多数の層準で１４Ｃ年代が得られ

ている地点が多ければ，堆積速度の時期的変化や泥炭地内での堆積速度の違いなどを詳細に議
論することができる．しかしながら，このような条件をそろえている地点はきわめて少ない．
よって，本研究では泥炭の層厚（ｍ）を縦軸に，泥炭の１４Ｃ年代（ＢＰ）を横軸にとってグラフ
（層厚一年代グラフ）化し，完新世後半における泥炭の平均堆積速度として議論を行う．
また，沖積低地の泥炭地の場合は，河川からの土砂供給の影響を受けやすいため，泥炭層に

挟在物を含む場合（もしくは，シルト質泥炭・泥炭質シルトとなっている場合）も多い．この
ような地点では，泥炭層の層厚が厚くなり，堆積速度が見かけ上大きくなってしまう．第１図
は，第１表と第２表のすべてのデータについて，泥炭サンプルの地表面からの深度（ｍ）を縦
軸に／４Ｃ年代（ＢＰ）を横軸にとったものである．１．０㎜／年の平均堆積速度を示す直線から
人きくはずれる５サンプルは，いずれも無機質堆積物を挟在したボーリングコアから求められ
たものである．
そこで，本研究では挟在物がなく泥炭層のみが連続して発達している地点のデータを取り出
して，第２図以降のグラフは作成した．
また，もう一つの問題点として，泥炭層の層厚が圧密の影響を受けやすいということがあ

る．すなわち，泥炭の堆積速度の違いは，圧密の影響度にも左右される（阪口，１９７４）．現
在，北海道の海岸低地は，湿原から圃場（牧場）へ改変された地域が少なくない．改変された
地域では一一般に，排水路によって人工的に地下水位力ｉ下げられ，表層には客土が施される．
よって，泥炭層が圧密の影響を多かれ少なかれ受けていることが予測される．第２図は，第１
表と第２表のデータのうち，自然状態の湿原において採取された泥炭と地表面が何らかの改変
を受けた地点で採取された泥炭とを分けてグラフ化しかものである．これをみると極端に堆積
速度の遅い泥炭は，人工改変地点で得られたものであり，圧密の影響が指摘できるが，それ以
外はあまり大きな差はみられなかった．よって，第３図以降のグラフは，自然状態の地点と人
ｊＬ改変地点で得られたデータをとくに区別していない．

ＩＶ．北海道北部海岸低地における泥炭の平均堆積速度
第３図は，北海道北部の海岸低地別に示した泥炭の層厚一年代グラフであり，サロベツ原

野，大？ｉｇ周辺低地，抜海低地，およびオホーツク海沿岸低地を比較したものである．オホーツ
ク海沿岸の海岸低地は，各低地でのデータ数が少ないため，まとめてとりあつかった．
人ｒｌ改変地点で得られた２サンプルを除けば，平均堆積速度は，０．４ｎ／年～１．２ｍｍ／年の値

の中に人ることがわかる．
低地別の明瞭な差は認められないが，データの集中をみると，サロベツ原野，大沼周辺低

地，抜海低地のデータは，平均堆積速度０．８～１．０ｍｍ／年付近によく集まっているようである．
オホーツク海沿岸低地のデータは，それより傾きが小さく，平均堆積速度０．５ｎ／年付近に集
まっているようである．このことは，第４図により明瞭に読みとれる．
第４図は，日本海側沿岸低地（宗谷湾沿岸の大沼周辺地域のデータを含む）とオホーツク海

沿岸低地にわけたグラフである．日本海沿岸の低地では，データのばらつきがかなり大きいも
のの，オホーツク海沿岸低地に比較して泥炭の堆積速度は一般に大きいことがわかる．いいか
えれば，堆積速度が大きい地点が存在することが指摘できる．
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第 １ 図 北 海 道 北 部 海 岸 低 地 の 完 新 世 泥 炭 の 深 度 一 年 代 グ ラ フ
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第２図北海道北部海岸低地の完新世泥炭の平均堆積速度（自然地点／人工改変地点）
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第 ３ 図 北 海 道 北 部 海 岸 低 地 別 の 完 新 世 泥 炭 の 平 均 堆 積 速 度
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第４図北海道北部海岸低地の完新世泥炭の平均堆積速度（日本海沿岸／オホーツク海沿岸）
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第 ５ 図 地 域 別 に み た 北 海 道 海 岸 低 地 の 完 新 世 泥 炭 の 平 均 堆 積 速 度
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第 ６ 図 地 形 別 に み た 北 海 道 に お ける 完 新 世 泥 炭 の 平 均 堆 積 速 度
Ｆｉｇｕｒｅ６ＭｅａｎｒａｔｅｓｏｆＨＯｌｏｃｅｎｅｐｅａｔａｃｃｕｍｕｌａｔｉｏｎｏｆＨｏｋｋａｉｄｏｉｎｅａｃｈｌａｎｄｆｏｒｍｓ

２１５



Ｖ ． 地 域 別 ・ 地 形 別 に み た 北 海 道 に お け る 完 新 世 泥 炭 の 平 均 堆 積 速 度
第５図は，北海道海岸低地の完新世泥炭の平均堆積速度を地域別に比較したものである．地

域は，気候条件を考慮して，北部，オホーツク沿岸部，東部，南西部に区分した．北部は北緯
４４°以北のＬｊ本海沿岸（宗谷湾沿岸を含む）の地域，オホーツクはオホーツク海沿岸の地域，
東部は根室湾沿岸～太平洋沿岸（十勝川以東）にかけての地域，南西部は石狩一苫小牧低地帯
以西の地域である．このグラフから東部と南西部は，北部と同様に，平均堆積速度は０．４ｎ／
年～１．２㎜／年の範囲に入り，オホーツク海沿岸地域に比べて，泥炭の堆積速度が大きい地点
が存在することがわかる．
第６図は，北海道における完新世泥炭の平均堆積速度を地形別に比較したものである．地形

は，海岸低地，丘陵・台地埋積谷，山地湿原，内陸盆地に区分した．山地湿原のデータは高橋
（１９９２）などによる大雪山におけるものを，内陸盆地のデータは五十嵐ほか（１９８３）による剣
淵盆地と富良野盆地のものを引用した．このグラフから，地形別に泥炭の堆積速度が明瞭に異
なることが読みとれるご平均堆積速度は，海岸低地では０．４～１．２㎜／年，山地湿原では０．２～
Ｏバｌｍｍ／年，内陸盆地と丘陵・台地埋積谷ではデータがきわめて少ないが，０．６ｍｍ／年，０．２～
０．１３ｍｍ／年をそれぞれ示す．よって，泥炭の平均堆積速度は，海岸低地についてはかなり幅が
あるものの，海岸低地＞内陸盆地＞山地湿原という関係があり，標高が大きくなるに従って平
均堆積速度が小さくなる傾向がある．
このように，北海道の中においても泥炭の平均堆積速度は地域・地形による多様性がある．

この原因は，ローカルな気候条件の違いや標高の違いによる降雪量・融雪時期・植物の生育期
間・分解速度の違い，泥炭地内における条件（地下水位・水生植物の構成種）の違いなど様々
な影響が考えられる．

第３表完新世における泥炭の平均堆積速度の比較
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ＶＩ．完新世泥炭の平均堆積速度の比較
第３表は，完新世における泥炭の平均堆積速度を比較したものである．本州以西における海

岸低地の堆積速度に関する資料がなく，直接地域による違いを比較することはできないが，北
海道海岸低地の堆積速度は，尾瀬ケ原と同様の傾向を示している．ただし，山地湿原における
堆積速度についても，場所によって大きな差があることも指摘されており（叶内，１９９１），本
州においても最近までの泥炭の層厚・年代に関する資料を地域別・地形別に整理する必要があ
る．また，北海道海岸低地における泥炭の平均堆積速度は，ヨーロッパ，カナダの傾向と人き
くは異ならないようである．
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